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鶴川地区協議会からのお知らせ！
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鶴川地区協議会
ＬＩＮＥ＠アカウントのご紹介！

イベントやお得な情報を
お届けしています！

公式アカウント検索画面
から 「鶴川地区協議会」
で 検索して下さい！

◎ ＦＣ町田ゼルビア・・・ ｢ゼルビア通信  No.20」

©FCMZ

【試合情報】    HOME
・10月18日(日) 対戦：アビスパ福岡
・11月  1日(日) 対戦：ガンバ大阪
・11月  8日(日) 対戦：サンフレッチェ広島
・11月21日(土)    対戦：V・ファーレ長崎
・11月29日(日) 対戦：東京ヴェルディ

◎ 町田市最高齢者 浅岡金治さん 105歳 鶴川地区在住・・・！

◎ホタルおかえり大作戦！ みんなでつなぐ大蔵小の未来・・・！

大蔵小学校では、以前、歴代の校長先生が水槽で育てたホタルを里山に放し、

子どもたちはその光を楽しんでいました。しかし、ここ7～8年はホタルが飛ん

でいません。

昨年度、現6年生の児童が総合的な学習の時間の授業をきっかけに「もう一度

ホタルを飛ばしたい」と考え、川の掃除やカワニナを上流に集める活動、ザリ

ガニを下流へ移動させる活動を始めました。その思いは他学年にも広がり、活

動は次第に大きくなっています。子どもたちの願いが先生や地域の人たちを動

かし、今では川のメンテナンスだけでなく、作戦を考えたり、看板やポスター

を作ったりと、活動も多岐にわたっています。みんなの

力を合わせ、来年6月、大蔵小学校の里山に再びホタルが

舞う日を願っています。

鶴川地区（能ヶ谷）に在住、 “悠々学園大人の学び舎” の校長（ボランティア）でもある浅岡金治さんが、

8月25日の誕生日をもって町田市の男性・最高齢者となりました。おめでとうございます・・・！

浅岡さんはむかし厚労省におられ、終戦時にマッカーサーから上野駅と大阪駅の浮浪児を1週間で一掃せよ

という命令で大阪駅を任されました。その当時のことを米国から指導され日本の福祉(welfare)/民主主義の原

点となった内容を含めて語った ｢97才の記憶｣ という2018年に古川一清さん（ｼｮｰﾄﾑｰﾋﾞｰ作者：成瀬在住）製作

の 10分間のDVDに納められています。

2023年2月には、鶴川市民センターまつりでこのDVDを含めた古川作品のショートムービー上映会（5作品）

が鶴川地区の生涯学習の一環で鶴川市民センター・ホールにて開催されました。

◆ これらのDVDは鶴川地区協議会・地域活動室より貸出し

 できますのでお申し出下さい。  070-5466-6542

◆ YouTube でも公開（12作品）されています。

  https://www.youtube.com/@studio-issey341/videos

稲垣  町田市長より

「FC町田ゼルビア背番号4、菊池ダビド流帆です！
新シーズンが8月からスタートし、FC町田ゼルビアは首位に立つことができています。
（9月19日時点）チームでの目標である『優勝』に向けて、今後もチーム全員で勝利を
重ねていきたいと思います。皆さまの後押しが僕たちの大きな励みになっています。
これからも熱い応援をよろしくお願いします！」



映像鑑賞

勉強会                                         

鶴川地区協議会便り １１月号 （3）

鶴川地域イベントのご案内毎月第３水曜日は  鶴川みんなの交友拠点！
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（2） １１月号 鶴川地区協議会便り

◎ 三輪小学校 ボランティアコーディネーター 高尾 美也子 さん

◆ 日時：令和８年1２月1６日（水） 10：00 ～ 15：00

入

場

無

料３ 水 ス マ イ ル ラ ウ ン ジ

◆ 会場：和光大学ポプリホール鶴川 交流スペース他

※12：00～13：00休憩となります

タイトル わくわくひろば

時  間 10：30 ～12：00、 13：00～ 15：00

定  員 11人を超えた場合は交代制

内 容
おもちゃで遊びながら、おしゃべりが楽しめ
ます。紙芝居・絵本・手遊びなども行います。

問合せ先 鶴川地域子育て相談センター 042-734-3699    

まなびのひろば

おやこのひろば 場所：プレイルーム

無料法務相談は、あらかじめ予約申込みが必要です！
⇒ 鶴川地区協議会事務局：  070-5466-6542

場所：３F多目的室

スマホ何でも相談

あらゆるどんな質問にも、できるだけお答え
努力いたします。10：00～12：00 13：00～14：00

※入場無料

タイトル 日本の酒器文化と白洲正子

時  間 ①10：30～11：30 ②13：30～14：30

内 容

自分のお気に入りの酒器で酒を楽しみ、それ

によって自分をリセットしたり、ちょっと贅

沢な時間を過ごしたりする。こういった日本

の酒器文化の形成には、白洲正子さんが関

わっていました。本講座では日本の酒器の歴

史を紹介し、そのなかで白洲正子さんの果た

した役割をお話しします。また、講座の最後

には家で簡単にできる酒器の楽しみ方を紹介

します。

講   師
町田市立博物館学芸員（陶磁器専門）

新井 崇之 氏

さんすい

【場所/日時】鶴川市民センター1F地域活動室   毎月 第3火曜日 10：00～12：00  ※入場無料/予約不要

◆ 第99回  １０月２０日（火）        ・・・ ① 25分   ② 25分  ③ 25分   ④ 25分
  テーマ：さまざまな物は工場でどのようにして作られているのかを知ろう ！

  ※私たちが使ったり目にしたりしている物が出来る過程には技術と職人技が詰まって
いて、日本の繊細なものづくりの意気込みで丈夫で長持ちする製品が出来てゆく過程
を見てみよう。

◆ 第100回  １１月１７日（火）   ・・・ ① 26分   ② 30分  ③ 59分
  テーマ：町田の３０数年前はどんなだったかを見てみよう！ その２

  ※町田市が誕生して30年後の今から38年前の町田を、福祉の町田と呼ばれるほどさき
  がけて充実して行った福祉についての紹介、自由民権運動が盛んだった町田の記録、
  市内ほぼ全域を空撮した様子を見て一昔前の町田を知りましょう。
（7年前のその1に続いての2回目です。）

◎ 鶴川地区協議会 【映像鑑賞勉強会】 １０月・１１月 のお知らせ！

◎ ハッピーフライデー11月27日（金）開催のお知らせ！

＜2026.12.18(金)講座の予告＞

法務の専門家が個室でご相談にのります。相続や
財産管理、遺言、その他トラブルなどの相談に応
じています！

ボランティアのひろば

鶴川のボランティア募集や、ボランティアができ
る人の情報がいっぱい。お気軽にお越し下さい。

折り紙教室・手芸教室

「折り紙教室」(午前)、 「手芸教室」/「ひも編み」
(午後)を行ないます。

くらしのひろば

囲碁・将棋コーナー

囲碁と将棋ができるコーナーを用意しました。
お気軽にお仲間とお楽しみください。

暮らしの中で気付いたことや不安なども、気軽に
ご相談ください。 LINEでも相談受付けます！

無料法務相談

※予約制です 当日６名様まで 1人40分

健康相談コーナー

日々の体調に不安はありませんか？保健師が相談
にのります。血圧測定もできます。10：00～12：00

AM/PM：
シルバー人材センター

刃物研ぎ

～いわなくTVでおなじみの
川島玲子先生によるスマホ教室～

「スマホで年賀状づくり・・・」

※持ち物・・・スマートフォン

【場所】鶴川市民センター 1F 会議室

◆  13：00～16：00

～健康マージャン 開催～

◆  10：00～12：00

｢お一人参加大歓迎、手ぶらでお出で下さい｣

町田市のVC(ボランティアコーディネーター)制度は、学校と地域の協働活動のために導入
されており、私は三輪小VCとして、双方を繋ぐ役割を担っています。

三輪小では、緑豊かな三輪の森(※)の自然を生かした全学年参加の「ふるさと教育」を活
動の柱としています。低学年では春と秋の里山探検やカブト虫の家造り、草笛教室、芋ほり
や畑の見学などを行い、高学年では、鶴見川の学習や植樹、またお借りした田んぼにて田起
こしから脱穀までを手掛ける本格的な米作りを実施しており、これらは子どもたちにとって
貴重な学びの場となっています。

10年以上続くこの豊かな学びは、地域の皆さんの熱意と暖かいご協力のおかげです。活動
の当初に授業を受けた子どもたちも、すでに社会人となりました。近い将来、この世代が三
輪の素晴らしい文化を受け継ぎ、未来へと持続してくれることを願いながら、今後も活動を
続けてまいります。 ※環境省の『生物多様性保全上重要な里地里山』に選定！
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